
観察した鳥類チェックリスト

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。
2017年９月９日（土）

鳥の博物館手賀沼定例探鳥会

てがたんは毎月第２土曜日午前10時から　＊連絡先：我孫子市鳥の博物館 (電話)04-7185-2212
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昔はいなかった生き物たち
【９月のテーマ】　

案内人：小泉伸夫、弘實さと子（鳥の博物館市民スタッフ）

昔はいなかった生き物	


　「この鳥、最近よく見かけるようになったな」とか「このチョウ、昔は見られな

かったよな」など、昔の生物相とのちがいに気づいた経験はありませんか？	


　こうした現象が見られる理由として、生物自身が分布域を拡大した場合や、

人間が意図的に、または気づかぬまま他の地域の生物を運び込み定着させ

てしまった場合など、さまざま考えられます。	


　今日は、てがたんコースでそんな生物を探してみましょう。そして、今見られ

る様になった理由も考えてみましょう。	
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鳥の博物館開館以降、我孫子市で見られるようになった鳥たち	

※印は、それ以降継続的に見られるようになった年代	


（鳥の博物館の調査やこれまで寄せられた情報を参考にしました）	




てがたんコースで「昔みられなかった」代表的な生物	


アカボシゴマダラ（※2014年〜）	

中国南部など大陸原産のチョウ。人為的放蝶により
関東平野を中心に定着。要注意外来生物。	


ナガサキアゲハ（※2006年〜）	

日本では近畿以西で見られるチョウだったが、近年
関東以北の地域でも観察されるようになった。	
  
	


ツマグロヒョウモン（※2007年〜）	

ナガサキアゲハと同じく、日本では近畿以西で見られ
るチョウだったが、近年分布域が北上している。	
  
	


オオフサモ（※2004年〜）	

南米原産の水草で、1920年代に観賞用として移入さ
れたものが移出し全国に広がる。特定外来生物指定。	


ナガエツルノゲイトウ（※2007年〜）	

南米原産の水草で観賞用として移入された後移出し
1989年に国内定着が確認さいれる。特定外来生物指定。	


繁殖期のウグイス（※1980年頃〜）	
 エナガ（※1980年頃〜）	


鳥	


植物	


（注）和名の後の※印は、それ以降継続的に見られるようになった年代。蝶と植物
は「てがたん」の記録、鳥は我孫子野鳥を守る会の記録を参考にしました。	


蝶	


　なぜ昔いなかった生物が新たに見られるようになったのか、その理由にはさまざまな要因が絡

み合っています。	


　人が運び込んだこと（人為的移入）がはっきりしている場合を除き、要因を特定することは困難

です。長期にわたる記録をもとに少しずつ理由が解明されていくかもしれません。	


　今回は、鳥の博物館が開館した頃からの変化を取り上げましたが、時代をさかのぼるともっと

多くの新たに進出した生物が見つかります。	


エナガと同じように、コゲラやヤマガラもよく見られるよ
うになったのは1980年頃から。	


昔から冬には見られる鳥であったが、繁殖するように
なったのは1980年頃から。	



